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１．懇談会のテーマについて

第

１
回

・学校跡地利活用の推進について
・地域住民アンケート調査結果
概要報告について

・市街化調整区域について
・廃校の活用事例のご紹介

第１部 説明

・「地域の魅力」
・「地域のニーズ・希望」
・「施設の活用アイデア」

第２部 ワークショップ

第

２
回

第１部 説明 第２部 ワークショップ

「活用アイデアの深堀り」

・「第1回懇談会のふり返り」
について

・「民間事業者サウンディング
調査結果」について



２．第１回懇談会のふり返り（Aグループ）
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〇農業環境
〇歴史
○自然環境
〇地理的条件

【魅力】

〇地域活性・入込客増
○交通問題
○飲食の場や買う場
〇宿泊施設
○防災上の避難所
○福祉施設

【ニーズ・希望】

・避難所として残す

・「現況施設」×「宿泊所、スポーツ施設」
＝各種体験宿泊施設、ラグビー等スポーツ施設

・「少子高齢化、農業」×「福祉、農産物活用」
＝食事提供施設、福祉施設、お米の販売所

・「現況施設」×「地域活性化」
＝イベント会場、体育館など若い人が活用できる場

【活用アイデア】



２．第１回懇談会のふり返り（Ｂグループ）
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〇自然
〇歴史
〇農業
○住民の温かさ

【魅力】

〇農業の継続、農業に
関連した施設

○歴史を残す場
○高齢者の集会所施設
〇防災施設

【ニーズ・希望】

・「元気な高齢者が多い」×「福祉、相談、集まる場所」
＝福祉施設

・「農業が盛ん」×「農地の担い手がいない」
＝農業施設

・「歴史のある学校」×「防災、公園のニーズ」
＝防災公園

【活用アイデア】



２．第１回懇談会のふり返り（Ｃグループ）

6

〇元気で温かい
〇河川アクティビティ
〇自然が豊か

【魅力】

〇防災拠点
○コミュニティの場
〇小学校建物の保存
〇雇用の創出

【ニーズ・希望】

・「元気、自然」×「集会所、小学校の歴史」
＝学校や自然を生かしたコミュニティの場

・「自然が豊か」×「防災拠点」
＝自然を活かした防災拠点

・「自然」×「雇用の創出」
＝農産物直売所、加工販売所

【活用アイデア】



7

２．第１回懇談会のふり返り

地域の魅力について ニーズや希望

活用アイデアのまとめ

伸ばす・活かす

〇自然

・利根川、福川の水辺と景色

・自然の景観

〇農業

・農業が盛ん

〇歴史

・遺跡、博物館

・歴史ある小学校

〇地域活力

・農業を活かすもの、施設

・少子高齢化

〇地域交流

・地域の人が集まれるような場所、広場

〇福祉

・高齢者が集まれるような場所、広場

・防災施設、公園

残す・守る

活用アイデア（案）

◆若い人 ◆自然

◆農業 ◆元気・活発さ

繋げる混ぜる

「伸ばす・活かす」項目と「残す・守る」項目を

混ぜたり繋げたりしながら活用方法を決めていく必要がある。

・農業体験施設 ・交流施設 ・防災拠点

◆高齢者 ◆歴史

◆防災 ◆農業
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３．民間事業者サウンディングの結果

①民間事業者向けヒアリング調査結果

（１）調査対象
・公募サウンディング調査（民間企業約290社へ参加誘導）
・具体の提案があった事業者にヒアリング調査（７社）

（２）受付期間
令和４年９月～１０月

（３）実施方法
対面又はオンラインヒアリング

（４）調査内容
事業スキーム、事業概要、事業効果、地域貢献、必要な行政支援、指定避難所の
維持や学校開放など、学校施設の利用にかかる条件等を把握。

（５）調査結果（※詳細は、別紙）
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３．民間事業者サウンディングの結果

②施設種別イメージ

文化施設（映像撮影事業） 文化施設（地域コミュニティ）

主たる活用：映像撮影 主たる活用：IT交流施設

付帯施設：宿泊施設

付帯施設：コミュニティスペース

付帯施設：グランピング施設

付帯施設：キッズスペース
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３．民間事業者サウンディングの結果

②施設種別イメージ

複合施設(賑わい系) 複合施設(事業系)

ファーマーズマーケット

花工房

カフェ、レストラン

フリースペース

花畑

子供食堂 フリースクール

新規事業オフィス



11

３．民間事業者サウンディングの結果

②施設種別イメージ

子育て施設 福祉施設（障害者交流施設）

障害者交流センター

芸術活動 文化活動

子供の遊場

農業体験 モノづくり体験
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４．ワークショップの進め方

６ まとめ10分

１ 意見交換①10分
「第1回懇談会のふり返り」と「民間事業者サ
ウンディング調査結果」について理解を深める

２ 意見交換②50分
民間事業者サウンディング調査結果を踏まえ、
地域資源を生かした想定施設ごとの活用アイデ
アを深堀りする

５ 発表20分 各グループで話し合ったことを全体で共有

●意見交換の全体総括

概要ステップ

４ 休憩5分 （休憩、発表準備）

３ 発表まとめ10分 発表に向けたまとめ



13

４．ワークショップの進め方

◆模造紙の使い方について

前回考えた
活用アイデア

民間事業者の
サウンディング結果

活用アイデア

アイデア

●グループ小学校跡地利活用について（第2回懇談会）

前回考えた「活用アイデア」

民間事業者サウンディング調査結果

活用アイデアの深掘り

Aグループの意見
・〇〇〇
・〇〇〇
・〇〇〇
・〇〇〇

Ｂグループの意見
・〇〇〇
・〇〇〇
・〇〇〇
・〇〇〇

Ｃグループの意見
・〇〇〇
・〇〇〇
・〇〇〇
・〇〇〇

施設種別

○○施設

施設に
ついての意見

地域と連携で
きるアイデア

意見

意見

意見

意見

意見

行政支援
について

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

アイデア

意見

意見

意見

意見

意見

○○施設

○○施設

○○施設

○○施設
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４．ワークショップの進め方

STEP１：意見交換①

前回考えた「活用アイデア」
に関する全体の意見を
振り返りましょう

「民間事業者サウンディング
調査結果」の内容について
理解を深めましょう

・内容説明
・意見交換
・質疑応答 など
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４．ワークショップの進め方

STEP２：意見交換②

・地域としてどのような施設や使い方
が望ましいか

・地域との連携はどんなことが考えら
れるか、どんな使い方をしたいか

・行政支援について

サウンディング調査結果より、
主な活用の方向性が見えました。

■文化施設
（映像撮影事業、地域コミュニティ）

■複合施設（賑わい系、事業系）
■子育て施設
■福祉施設(障害者交流）

意見やアイデアを出し合い、グルー
プとしての意見をまとめましょう。

各グループ毎に、深掘りする活用施
設を決めて、
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４．ワークショップの進め方

STEP３：各グループで話し合ったことを全体で共有しよう

❶発表者を決めましょう
発表者は何人で行ってもOKです！

❷ホワイトボードに模造紙を貼り、説明スタート
模造紙を活用しながら説明できるとわかりやすい説明
になります

❸発表時間は各グループ３分以内です
残り時間が１分になった時に、職員がお知らせします



◎参加に当たっては、自主性（自発性）を存分に発揮しましょう。

◎参加者相互の立場を尊重しましょう。

（他人の意見の非難・中傷はご遠慮ください。）

◎目的や情報など基礎的な共通認識を参加者で共有しながら進めましょう。

◎ワークショップを楽しみましょう。
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４．意見交換の進め方

ワークショップの注意点

ワークショップは、趣旨に則った意見交換の場です

◆全員が発言できるよう、話は簡潔にまとめ、

他の人の意見も十分に聞けるようにしてください。



５．跡地利活用計画のとりまとめについて

・地域住民アンケート調査

・地域住民懇談会（計2回）

地域住民への意向把握

・公募サウンディング調査
（民間企業約290社へ参加誘導）

・関心を示す事業者にヒアリング調査

民間事業者への意向調査

住民ニーズと民間ニーズのとりまとめ

▪施設の内容 ▪施設規模 ▪事業スキーム
▪課題の整理 ▪利活用イメージ ▪今後のスケジュール

旧北河原小学校跡地個別活用計画

18


